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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

 

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
階
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
・
地

下
鉄
「
弁
天
町
」
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

香
山
リ
カ
氏
（
精
神
科
医
、
立
教
大
学
現
代
心
理
学

部
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

２
０
０
人　

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
フ
シ
ギ
な
関
係
」―
ス
ト
レ
ス

に
負
け
な
い
た
め
に

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
定
期
総
会
・
記
念
講
演

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

重
大
疾
患
の
見
分
け
方
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

〜
正
確
な
診
断
の
た
め
の
診
察
法

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）、
午
後
：
歯
科
臨
床
学
術

部
講
師
団

会
費　

助
手
編
７
千
円
、
衛
生
士
編
８
千
円

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、『
修

了
証
』
を
発
行
し
ま
す

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

末
松
基
生
氏
（
明
和
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

「
く
す
り
・
検
査
値
」が
わ
か
れ
ば
全
身
が
見
え
る

５
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

定
員　

60
人

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

保
険
者
通
報
に
よ
る
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策

個
別
指
導
対
策
講
習
会

　

政
府
・
与
党
は
、
共
謀
罪

を
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
い

う
名
前
に
変
え
、
今
国
会
で

の
創
設
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
る

た
び
に
猛
批
判
を
受
け
て
廃

案
に
な
り
続
け
て
き
た
共
謀

罪
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
い

強
硬
な
政
権
の
「
数
の
暴

力
」
に
よ
っ
て
強
引
に
作
ら

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
共
謀
罪
が
危
険
な
の

か
、
私
た
ち
国
民
全
員
に
せ

ま
る
危
機
に
つ
い
て
、
解
説

し
ま
す
。

一
般
市
民
を
監
視

　

共
謀
罪
と
は
、
簡
単
に
言

っ
て
し
ま
え
ば
、
複
数
人
が

犯
罪
を
「
や
ろ
う
！
」
と
話

し
合
う
罪
、
で
す
。

　

会
議
で
の
話
し
合
い
に
と

ど
ま
ら
ず
、
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
や
り
と
り
で
も
「
共

謀
」
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
本

人
た
ち
は
冗
談
の
つ
も
り
だ

っ
た
と
し
て
も
、「
共
謀
」

と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

え
ま
す
。

　

政
府
は
、
こ
の
「
テ
ロ
等

準
備
罪
」
が
、
テ
ロ
対
策
で

「
一
般
の
方
々
が
対
象
に
な

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」

「
対
象
は
『
組
織
的
犯
罪
集

団
』
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の

他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
」
…

い
か
に
も
、
善
良
な
一
般
市

民
に
は
縁
遠
い
も
の
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

こ
に
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ

り
ま
す
。

　

「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に

は
、
犯
罪
を
行
う
た
め
に
あ

え
て
結
成
さ
れ
た
集
団
だ
け

で
な
く
、
市
民
団
体
、
労
働

組
合
、
夫
婦
、
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
…
平
穏
な
社
会
に
い

く
ら
で
も
存
在
す
る
、
ご
く

普
通
の
「
複
数
人
の
集
ま

り
」
は
、
な
ん
で
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。

　

そ
の
団
体
内
部
の
会
話
に

注
目
し
て
、
警
察
が
「
こ
の

や
り
と
り
は
、
犯
罪
の
共
謀

だ
！
」
と
認
定
す
れ
ば
、
そ

の
瞬
間
に
そ
の
団
体
は
「
組

織
的
犯
罪
集
団
」
と
見
な
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
誰
が
ど
ん
な

犯
罪
を
共
謀
す
る
か
な
ど
、

ハ
タ
か
ら
見
て
い
て
分
か
る

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
捜
査
機
関
は
こ
の

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
の
捜
査

を
名
目
に
、「
ど
こ
か
に
一

般
市
民
の
ふ
り
を
し
た
犯
罪

集
団
が
隠
れ
て
い
る
は
ず

だ
」
と
国
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
監
視
を
狙
う
の

で
す
。

五
輪
開
催
に
必
要
!?

　

政
府
は
、「
テ
ロ
等
準
備

罪
」
を
作
ら
な
い
と
、「
国

際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
」
を

締
結
で
き
ず
、
２
０
２
０
年

の
東
京
五
輪
も
開
催
で
き
な

い
と
主
張
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
国

際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
」

は
、
マ
フ
ィ
ア
の
資
金
洗
浄

な
ど
の
経
済
犯
罪
を
防
止
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
テ
ロ

対
策
の
条
約
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
も
こ
の
条
約
交
渉

の
際
、
条
約
の
目
的
か
ら

「
テ
ロ
対
策
」
を
外
す
べ
き

だ
、と
主
張
し
た
ほ
ど
で
す
。

　

日
本
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

防
止
条
約
や
爆
弾
テ
ロ
防
止

条
約
な
ど
、
テ
ロ
防
止
の
た

め
の
条
約
（
13
個
）
す
べ
て

を
す
で
に
締
結
し
て
い
る
の

　

改
正
雇
用
保
険
法
が
３
月

31
日
に
成
立
し
た
こ
と
を
受

け
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日

か
ら
18
年
３
月
31
日
ま
で
の

雇
用
保
険
料
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
。

　

雇
用
保
険
料
率
は
、
従
業

員
負
担
分
が
０
・
３
％
（
16

年
度
０
・
４
％
）、
事
業
主

負
担
分
が
０
・
６
％
（
同
０

・
７
％
）
で
、
合
わ
せ
て
９

％
（
同
１
・
１
％
）。

　

４
月
支
給
分
の
給
与
か
ら

適
用
さ
れ
る
た
め
、
給
与
計

算
の
際
に
注
意
が
必
要
に
な

る
。

敬
、
原
田
憲
治
、
竹
本
直
一

〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、
佐
藤

茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也

〈
民
進
〉
平
野
博
文
、
辻
元

清
美

〈
維
新
〉
松
浪
健
太
、
遠
藤

敬
、
馬
場
伸
幸
、
足
立
康

史
、
谷
畑
孝
、
伊
東
信
久
、

椎
木
保

〈
無
所
属
〉
上
西
小
百
合

参
院

〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
柳
本

卓
治
、
松
川
る
い

〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、
山
本

香
苗

〈
維
新
〉
浅
田
均
、
高
木
か

お
り

〈
共
産
〉
大
門
実
紀
史

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

協
会
が
３
月
23
日
に
取
り

組
ん
だ
国
会
行
動
の
要
請
議

員
は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院

〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、
清
水

忠
史
、
堀
内
照
文

参
院

〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎
、
山

下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

衆
院

〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
岡
下

昌
平
、
大
西
宏
幸
、
と
か
し

き
な
お
み
、
北
川
知
克
、
中

山
泰
秀
、
大
塚
高
司
、
佐
藤

ゆ
か
り
、
左
藤
章
、
長
尾

療
機
関
の
受
診
に
躊
躇
す
る

の
は
当
然
だ
。

　

要
請
団
で
大
阪
府
出
身
の

国
会
議
員
の
部
屋
を
訪
問
し

た
。
し
か
し
、
部
屋
の
入
り

口
で
秘
書
が
対
応
し
、
議
員

本
人
と
の
面
談
は
か
な
わ
な

い
。
快
く
我
々
を
議
員
室
の

中
ま
で
通
し
、
話
を
聞
き
、

会
員
か
ら
集
め
た
署
名
の
束

を
引
き
受
け
る
の
は
共
産
党

の
議
員
だ
け
だ
。
他
の
政
党

の
議
員
に
面
談
を
希
望
し
て

も
聞
く
耳
さ
え
な
い
。
大
き

な
国
民
世
論
を
味
方
に
し
な

け
れ
ば
国
会
議
員
も
動
か
な

い
の
が
実
情
な
の
だ
ろ
う
。

国
会
行
動
が
い
か
に
難
し
い

か
を
物
語
る
。
声
を
あ
げ
て

根
気
よ
く
行
動
を
続
け
る
し

か
道
は
な
い
。

６
万
円
強
の
不
足
が
出
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
３
０
０
万

　

国
会
要
請
（
３
月
23
日
）

に
参
加
し
た
三
井
泰
正
副
理

事
長
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

◇

　

社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

（
自
然
増
）
を
「
３
年
間
で

１
・
５
兆
円
」、
年
平
均
５

０
０
０
億
円
を
「
目
安
」
に

抑
え
込
む
〝
骨
太
方
針
２
０

１
５
〞
に
沿
っ
て
、
政
府
は

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
医
療
、
介

護
の
負
担
増
を
押
し
付
け
、

年
金
の
給
付
額
の
削
減
と
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
を
進
め

て
き
た
。

　

無
職
の
高
齢
夫
婦
の
平
均

年
金
収
入
は
21
万
３
千
円
で

支
出
は
27
万
５
千
円
、
毎
月

円
の
貯
蓄
が
あ
っ
て
も
４
年

く
ら
い
で
底
を
尽
き
る
。
医

で
す
。

　

テ
ロ
対
策
の
法
整
備
を
見

て
み
る
と
、
内
乱
罪
や
殺
人

罪
な
ど
の
重
大
犯
罪
は
、
今

で
も
共
謀
や
予
備
の
段
階
で

処
罰
で
き
ま
す
。
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
犯
の
準
備
行
為
も
、
サ

リ
ン
を
作
る
た
め
の
薬
品
購

入
も
、
今
あ
る
法
律
で
処
罰

で
き
ま
す
。
テ
ロ
対
策
の
法

整
備
は
、
済
ん
で
い
ま
す
。

五
輪
開
催
な
ど
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が

共
謀
罪
成
立
を
条
件
に
す
る

は
ず
も
な
く
、
文
字
通
り

「
で
た
ら
め
」
な
主
張
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
「
テ
ロ
等
準

備
罪
」
の
法
案
、
テ
ロ
対
策

だ
と
言
い
な
が
ら
原
案
に

「
テ
ロ
」
と
い
う
文
言
が
ど

こ
に
も
な
く
、
批
判
を
受
け

て
政
府
が
慌
て
て
書
き
加
え

た
の
で
す
。

　

「
テ
ロ
対
策
」
が
、
国
民

の
支
持
を
得
る
た
め
の
単
な

る
名
目
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

真
の
狙
い
は
弾
圧

　

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
に

は
、
テ
ロ
と
関
係
な
い
犯
罪

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
威
力
業
務
妨
害
罪

や
建
造
物
損
壊
な
ど
と
こ
じ

つ
け
て
、
市
民
運
動
や
住
民

の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
弾
圧
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
テ

ロ
等
準
備
罪
が
あ
る
、
と
い

う
だ
け
で
、
捕
ま
る
か
も
し

れ
な
い
恐
怖
で
萎
縮
効
果
は

十
分
で
す
し
、
恐
怖
の
あ
ま

り
捜
査
機
関
へ
「
密
告
」
す

る
人
が
増
え
る
こ
と
も
十
分

あ
り
え
ま
す
。

　

治
安
維
持
法
よ
り
も
広
範

に
国
民
の
心
を
取
り
締
ま

る
、
治
安
立
法
「
テ
ロ
等
準

備
罪
」。
物
言
え
ぬ
社
会
で

息
苦
し
く
生
き
た
く
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
必
ず
廃
案
に
し

ま
し
ょ
う
！

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

論論
点点

全
国
民
の
心
を
取
り
締
ま
る

弁
護
士
・
黒
澤
い
つ
き

共　

謀　

罪

４月からの雇用保険料率
①

労働者負担
②

事業主負担
①＋②

雇用保険料率

3/1000
（4/1000）

6/1000
（7/1000）

9/1000
（11/1000）

※カッコ内は2016年度の保険料率

雇
用
保
険
料
率

下
が
り
ま
し
た

お
知
ら
せ　

共
済
部

三井泰正（西淀川区）

根気よく声を
あげるしかない

３・
23
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧


